
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
三
）

米

澤

実

江

子

【
抄
録
】

承
前
（『
佛
教
大
学

法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
一
号
・
二
号
）

キ
ー
ワ
ー
ド：

明
恵

『
摧
邪
輪
』

訓
読
文

註
記

【
報
告
範
囲
】

「
十
一
丁
裏
七
行
目
よ
り
十
七
丁
表
五
行
目
」
ま
で
を
挙
げ
「
試
稿
」
と
し
た
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
、
佛
教
大
学
図
書
館
蔵
「
寛
永
年
間
版
（
準
貴
重
書

Ｇ
極
楽
寺
╱

３
７
７
）」
と
し
、
始
め
に
書
き
下
し
該
当
箇
所
を
翻
刻
し
、
次
に
書
き
下

し
と
そ
の
注
記
（
通
し
番
号
）
を
挙
げ
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
底
本
の
字
体
を
残
し
た
。
書
き
下
し
に
際
し
て
、
通

行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
翻
刻
部
、【

】
の
内
、
丁
数
と
オ
（
ウ
）
を
示
す
場
合
は
、
底
本
の
丁
数

と
そ
の
表
（
裏
）
を
指
し
、
漢
数
字
と
上
（
下
）
を
示
す
場
合
は
『
鎌
倉
旧

仏
教
』
本
刻
部
の
頁
と
そ
の
上
（
下
）
を
指
す
。

一
、

は
原
割
り
注
。

一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
返
点
・
送
り
仮
名
は
、
原
則
底
本
に
従
っ
た
が
、
送
り

仮
名
は
適
宜
補
っ
た
。

一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
典
籍
引
用
部
は
改
行
し
て
二
文
字
下
げ
た
。
ま
た
引
用

末
の
「
〜
云
々
（
云
云
）」
は
、「
〜
、
と
云
々
（
云
云
）。」
と
し
た
。

一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
明
恵
の
設
問
と
そ
の
答
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
行
し
た
。

一
、
注
記
に
お
け
る
引
用
出
典
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
昭
法
全
』（『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』）

『
浄
全
』（『
浄
土
宗
全
書
』）

『
大
正
蔵
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』）

『
望
仏
』（『
望
月
佛
教
大
辞
典
』
増
訂
版
）

『
中
仏
』（
中
村
元
著
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』）

『
織
田
仏
』（
織
田
得
能
著
『
織
田
佛
教
大
辞
典
』）

五
七

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
三
）（
米
澤
実
江
子
）



『
大
漢
和
』（
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』）

『
日
国
』（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）

〔
付
記
〕

当
研
究
班
研
究
課
題
の
底
本
と
し
て
、
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
使
用
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
佛
教
大
学
図
書
館
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
十
一
丁
ウ

七
行
】【
三
四
四
頁
下
】

問
。
ニ

云フ
慈
悲
哀
愍
故ト
。
何ソ
依ル

時ノ
經
道ニ
乎
。

。
ニ

云フ
經
道
滅
時ト
。
不ス
云ハ

留ト
無
佛
丗
界ニ
。
無
佛
丗
界ニハ

道モ
不ス
行セ
不ス
留メ
念
佛ヲモ
。
明ニ
知ヌ
。
彼ノ
時ノ
念
佛ノ
止

住ハ

時ノ
經
道
興

行ノ
之
等
流
也
。
此
約シテ
相
生
因
力ニ
辨ス
。
慈

悲ハ
ク

縁

力ヲ
。
シテ

言イヘハ
之ヲ
利
生ノ
化

儀
【
十
二
丁
オ
】
皆（ママ）シ
非サルコト
慈
悲ノ
所
起ニ
。
於テハ
法
滅ノ
時ニ
難キカ

可キコト
化ス
故ニ
殊ニ
辨スル
縁
力ヲ
也
。

訓

問
ふ
。
既
に
「
慈
悲
哀
愍
故１

）

」
と
云
ふ
。
何
ぞ
今
時
の
経
道
に
よ
る
や
。

答
ふ
。
既
に
「
経
道
滅
時２

）

」
と
云
ふ
。「
無
仏
世
界
に
留
む
」
と
云
は
ず
。

無
仏
世
界
に
は
経
道
も
行
ぜ
ず
、
念
仏
を
も
留
め
ず
。
明
ら
か
に
知
り
ぬ
。

彼
の
時
の
念
仏
の
止
住
は
、
今
時
の
経
道
興
行
の
等
流３

）

な
り
。
此
れ
は
相

生
・
因
力４

）

に
約
し
て
弁
ず
。
慈
悲
は
縁
力５

）

を
挙
ぐ
。
惣
じ
て
之
を
言
へ
ば
、

利
生６

）

の
化
儀
、
皆
、
慈
悲
の
所
起
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
法
滅
の
時
に
お
い

て
は
、
化
す
べ
き
こ
と
難
き
が
故
に
、
殊
に
縁
力
を
弁
ず
る
な
り
。

註1
）

康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』（『
大
正
蔵
』
十
二
、
二
七
九
頁
上
）。

2
）

康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』（『
大
正
蔵
』
十
二
、
二
七
九
頁
上
）。

3
）
「
等
流
」、「
等
同
流
出
」
の
意
・【
仏
教
語
】
原
因
か
ら
結
果
を
生
ず
る
際
に
そ

の
結
果
が
原
因
と
同
じ
性
質
を
持
っ
て
い
る
時
そ
の
結
果
を
指
し
て
言
う
・
性
質

が
持
続
す
る
こ
と
（『
日
国
』
九
、
一
〇
六
七
頁
）。
因
（
本
）
か
ら
果
（
末
）
を

流
出
す
る
時
に
因
果
が
相
似
し
て
い
る
こ
と
・
等
し
く
帰
一
す
る
・
等
し
い
物
と

な
る
・
ど
こ
へ
で
も
流
れ
て
い
く
（『
中
仏
』
下
、
一
二
五
三
〜
一
二
五
四
頁
）。

４
）
「
因
力
」、
物
が
生
じ
る
の
に
正
し
く
原
因
と
な
る
力
・「
縁
力
」
の
対
（『
中

仏
』
上
、
九
五
頁
）。

５
）
「
縁
力
」、
縁
の
力
（『
中
仏
』
上
、
一
四
九
頁
）。
↓
「
縁
」
原
因
一
般
・
あ
ら

ゆ
る
条
件
・
間
接
的
原
因
（『
中
仏
』
上
、
一
三
五
頁
）。

６
）
「
利
生
」、
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
・
人
々
を
救
う
こ
と
（『
中
仏
』
下
、
一
七

二
二
頁
）。

若シ
依ラハ
第
三
家ノ

以テ
七
萬
倶
ノ

獨
覺ヲ
爲シテ
縁ト
可シ
發ス
菩
提
心ヲ

トモ
為タリト
二

乗ノ
聖

者

如シ
上ノ
經ニ
ク

發
心ノ

縁ヲ
中ニ
云カ
。
或ハ
因リ
親
近スルニ
善
知
識ニ
或ハ
因ル

友ニ
等

云

云

。
即チ
親
近
善
友ハ
是レ
順
縁
門
。
即
爲
成
法
因ト
也
。
親
近

友ハ
是レ
違
縁
門
。
即チ
為ル

相
違
因ト
也
。
若
爲ニハ
大
種
姓ノ
人ノ
善
、友

友
倶ニ
是レ
二
門ノ
之
發
心
縁
也
。
不
善

友
尚シ

爲ナル
縁ト
。
何ニ
況ヤ
於テヲ
獨
覺ノ
聖
者ニ
乎ヤ
。
隨テ
其ノ
所

ニ
可シ
發ス
菩
提
心ヲ
。
或ハ
復
彼ノ
中ニ
多ク

可シ
有ル
大
菩
薩
衆

。
如キハ
十
六
聖
衆
等ノ
多ク
是
深
位ノ
菩
薩
、
現シテ
小
聖ノ
形ヲ
【
三
四

五
頁
上
】
護

持シ
佛

法ヲ
利
益スル
衆
生ヲ
等
是レ
也
。

訓
若
し
第
三
家
の
説
に
よ
ら
ば
、
七
万
倶
胝
の
独
覚７

）

を
以
て
縁
と
し
て
菩
提
心

を
発
す
べ
し８

）

。
二
乗
の
聖
者
た
り
と
雖
も
、
上
の
『
経
』
に
、
発
心
の
所
縁

を
説
く
中
に
云
ふ
が
ご
と
し
。

或
は
善
知
識
に
親
近
す
る
に
よ
り
、
或
は
悪
友
に
よ
る９

）

、
等
と

云
云

。

五
八

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
三
号



即
ち
、「
親
近
善
友
」
は
是
れ
順
縁
門10

）

。
即
ち
成
法
因11

）

と
す
る
な
り
。「
親

近
悪
友
」
は
是
れ
違
縁
門12

）

。
即
ち
相
違
因13

）

と
す
る
な
り14

）

。
若
し
、
大
種
姓15

）

の

人
の
為
に
は
、
善
友
・
悪
友
、
倶
に
是
れ
二
門
の
発
心
縁
な
り
。
不
善
・
悪

友
、
尚
し
縁
と
な
る
。
何
に
況
や
、
独
覚
の
聖
者
に
お
い
て
を
や
。
其
の
所

宜
に
随
ひ
て16

）

菩
提
心
を
発
す
べ
し
。
或
は
復
た
、
彼
の
中
に
多
く
大
菩
薩
衆

有
る
べ
し
。
十
六
聖
衆
等17

）

の
ご
と
き
は
、
多
く
是
れ
深
位18

）

の
菩
薩
、
小
聖19

）

の

形
を
現
じ
て
、
仏
法
を
護
持
し
、
衆
生
を
利
益
す
る
、
等
是
れ
な
り
。

註7
）
「
七
万
倶
胝
独
覚
」、『
群
疑
論
』（『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
九
頁
上
）。
玄

訳

『
大
阿
羅
漢
難
提
蜜
多
羅
所
説
法
住
記
』（﹇
以
下
『
法
住
記
』
と
す
る
﹈『
大
正

蔵
』
四
九
、
一
三
頁
下
〜
）。

8
）
『
群
疑
論
』（『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
八
頁
下
〜
四
九
頁
上
）。

9
）
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』「
第
二
発
菩
提
心
品
」（﹇
以
下
『
報
恩
経
』
と
す
る
﹈

『
大
正
蔵
』
三
、
一
三
六
頁
中
）。

10
）
「
順
縁
門
」
↓
「
順
縁
」、
順
調
な
恵
ま
れ
た
縁
・
心
に
そ
う
こ
と
・
善
い
出
来

事
が
仏
道
に
入
る
よ
す
が
に
な
る
こ
と
（『
中
仏
』
中
、
八
一
九
頁
）。【
仏
教
語
】

縁
が
果
と
そ
の
性
質
を
等
し
く
す
る
時
、
そ
の
縁
を
い
う
（『
日
国
』
六
、
一
四

五
五
頁
）。
↓
「
門
」、
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
・
道
理
・
見
方
・
方
法
・
立
場
・
あ

り
方
・
差
別
・
教
え
の
仕
方
・
教
え
（『
中
仏
』
下
、
一
六
七
〇
頁
）。

11
）
「
成
法
因
」、【
参
考
】
法
蔵
『
華
厳
経
探
玄
記
』（
以
下
『
探
玄
記
』
と
す
る
）

（『
大
正
蔵
』
三
五
、
四
四
七
頁
上
）。

12
）
「
違
縁
門
」
↓
「
違
縁
」、
自
ら
心
に
望
ま
な
い
事
が
ら
、
都
合
の
悪
い
縁

（『
中
仏
』
上
、
三
九
頁
）。

13
）
「
相
違
因
」、
も
の
が
生
じ
・
存
続
し
・
成
じ
・
得
ら
れ
る
と
い
う
場
合
に
、
障

害
と
な
る
も
の
の
こ
と
を
い
う
（
十
因
の
一
つ
）（『
中
仏
』
中
、
一
〇
五
六
頁
）。

14
）
「
順
縁
門
即
成
法
因
（
中
略
）
違
縁
門
即
相
違
因
」、【
参
考
】『
探
玄
記
』（『
大

正
蔵
』
三
五
、
四
四
七
頁
上
〜
中
）。

15
）
「
種
性
」、
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
・
修
行
す
る
人
の
素
質
・
さ
と
り
の
種
（『
中

仏
』
中
、
七
九
九
頁
）。

16
）
「
随
其
所
宜
」
↓
「
随
宜
」【
仏
教
語
】
衆
生
の
仏
法
を
受
け
容
れ
る
素
質
能
力

に
従
う
こ
と
・
そ
の
時
々
の
都
合
や
状
況
に
合
わ
せ
て
善
い
よ
う
に
取
り
は
か
ら

う
こ
と
（『
日
国
』
七
、
七
六
四
頁
）。

17
）
『
法
住
記
』
刀
兵
劫
の
後
に
出
現
す
る
十
六
羅
漢
（『
大
正
蔵
』
四
九
、
十
三
頁

下
〜
）。

18
）
「
深
位
」、
修
行
の
進
ん
だ
高
い
位
（『
中
仏
』
中
、
九
三
七
頁
）。

19
）
「
小
聖
」、
仏
を
「
大
聖
」
と
い
う
の
に
対
し
、
小
乗
果
の
聖
者
お
よ
び
大
乗
十

地
ま
で
の
菩
薩
（『
中
仏
』
中
、
八
六
六
頁
）。

問
。
然ラ
者ハ
群
疑
論ノ
三
家ノ
義ノ
中ニ
第
一
家ノ
義
論
破ス
之ヲ
。
後ノ
二
家ノ
義
【
十
二
丁
ウ
】
論ニ

不ス
評
之ヲ
。

准スルニ

師ノ
解
釋ニ
論ノ
第
二
家ハ
非ス
盡
理ノ
ニ

。
以ニ（ママ）第
三
家ノ
義ヲ
可シ

爲ス
一
マ
マ
）
盡

理ノ
ト

。
然ラ
者ハ
彼ノ
時ハ
實ニ
有リ
浄
圡ノ
敎

有リ
遺
身ノ
舎
利

有リ
護
持ノ
聖
衆

。
良ニ
可シ

為シツ
發
心ノ
勝
縁ト
。
如キ
第
二
家ノ
義ノ
者ハ
從リ
人
壽
十
歳

至ラム
百
歳ニ
以
タハ

來

ニ
云フ
佛
法

暫
滅ト
。
此
時
以テカ
何ヲ
爲セム
勝
縁ト
乎ヤ
。
答
。
有ル
種
姓

人ハ
於テ
地
獄ノ
中ニ
尚シ
發
心ス
。
如シ

前ニ
出ス
經
文ノ
。
地
獄
尚ヲ
然ナリ
况ヤ
於

人
間ニ
乎ヲ
。ヤ
况ヤ
復タ
彼ノ
時ハ
三
藏
敎
等
ト（ママ）滅スト

護
持ノ

聖
衆
未
タス

レ

入ラ
無
余ニ
。
是ノ
故ニ
聖
衆
可シ
施ス

顯ノ
方
便ヲ
。
或カ
復タ
舎
利
從リ
金
剛
際

出テ﹅

現

神

ヲ

出ス
種
種ノ
法
音ヲ
衆
生
聞テ
之
皆
發シ
菩
提
心ヲ
得ウ
三
乗
不
退ノ
之
益ヲ
。

訓問
ふ
。
然
ら
ば
『
群
疑
論
』
の
三
家
の
義
の
中
に
、
第
一
家
の
義
、『
論
』、
之

を
破
す20

）

。
後
の
二
家
の
義
、『
論
』
に
之
を
評
さ
ず21

）

。
今
、
憬
興
師
の
解
釈22

）

に
准

ず
る
に
、『
論
』
の
第
二
家23

）

は
尽
理
の
説
に
非
ず
。
第
三
家
の
義24

）

を
以
て
尽
理
の

説
と
す
ベ
し
。
然
ら
ば
、
彼
の
時25

）

は
、
実
に
浄
土
の
教
へ
有
り
。
遺
身
の

利
有

五
九

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
三
）（
米
澤
実
江
子
）



り
。
護
持
の
聖
衆
有
り
。
良
に
、
発
心
の
勝
縁
と
し
つ
べ
し
。

第
二
家
の
義
の
ご
と
き
は
、
人
寿
十
歳
よ
り
百
歳
に
至
ら
ん
以
来
は
、
既
に

「
仏
法
暫
滅26

）

」
と
云
ふ
。
此
の
時
、
何
を
以
て
か
勝
縁
と
せ
ん
や
。

答
ふ
。
種
姓
有
る
人
は
、
地
獄
の
中
に
お
い
て
、
尚
し
発
心
す
。
前
に
出
す
経

文27
）

の
ご
と
し
。
地
獄
、
尚
ほ
然
な
り
、
況
や
人
間
に
お
い
て
を
や
。
況
や
復
た
彼

の
時
は
、
三
蔵
教
等
滅
す
と
雖
も
、
護
持
の
聖
衆
、
未
だ
無
余28

）

に
入
ら
ず29

）

。
是
の

故
に
、
聖
衆
、
冥
顕30

）

の
方
便
を
施
す
べ
し
。
或
が
復
た
、
舎
利
、
金
剛
際31

）

よ
り
出

で
て
神
変32

）

を
現
じ
、
種
種
の
法
音
を
出
だ
す
。
衆
生
、
之
を
聞
き
て
、
皆
菩
提
心

を
発
し
、
三
乗
不
退
の
益
を
得
。

註20
）
「
第
一
家
義
」、
信
行
の
三
階
教
の
説
（『
群
疑
論
』
四
七
、
四
八
頁
上
〜
下
）。

21
）
「
後
二
家
義
」、
刀
兵
劫
時
・『
法
住
記
』
所
説
刀
兵
劫
後
（『
群
疑
論
』﹇『
大
正

蔵
』
四
七
、
四
八
頁
下
〜
四
九
頁
上
﹈）。

22
）
「
憬
興
師
解
釈
」、『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
七
〇
頁

中
）。

23
）
「
第
二
家
義
」、
刀
兵
劫
時
（『
群
疑
論
』﹇『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
八
頁
下
﹈）。

【
参
考
】『
起
世
経
』（『
大
正
蔵
』
一
、
三
五
三
頁
中
〜
）。

24
）
「
第
三
家
義
」、『
法
住
記
』
所
説
「
刀
兵
劫
後
」（『
大
正
蔵
』
四
九
、
十
二
頁

下
〜
）。

25
）
「
彼
の
時
」、
経
道
滅
尽
時
の
こ
と
。

26
）
「
仏
法
暫
滅
」、『
法
住
記
』「
仏
法
爾
時
当
暫
滅
没
」（『
大
正
蔵
』
四
九
、
十
三

頁
中
）。

27
）
『
報
恩
経
』
二
（『
大
正
蔵
』
三
、
一
三
六
頁
上
〜
中
）。

28
）
「
無
余
」、
死
後
に
生
ま
れ
変
え
わ
る
こ
と
が
な
い
・
無
余
涅
槃
・
煩
悩
も
肉
体

も
完
全
に
滅
し
尽
く
し
た
状
態
・
執
着
す
る
よ
り
ど
こ
ろ
の
な
い
人
（『
中
仏
』

下
、
一
六
四
六
頁
）。

29
）
『
法
住
記
』（『
大
正
蔵
』
四
九
、
十
三
頁
下
）。『
群
疑
論
』（『
大
正
蔵
』
四
七
、

四
八
頁
下
）。

30
）
「
冥
顕
（
み
ょ
う
け
ん
）」、
隠
れ
て
い
て
見
た
り
聞
い
た
り
で
き
な
い
も
の
と
、

見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
（『
中
仏
』
下
、
一
五
九
一
頁
）。

31
）
「
金
輪
際
（
金
剛
輪
際
）」、
大
地
の
下
百
六
十
万
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
（
由
旬
）
の
所

に
あ
る
金
輪
の
底
の
意
・
大
地
の
果
て
（『
中
仏
』
上
、
五
三
一
〜
五
三
二
頁
）。

32
）
「
神
変
」、
仏
菩
薩
が
衆
生
の
教
化
の
た
め
に
超
人
的
力
に
よ
っ
て
種
々
の
姿
や

動
作
を
現
す
こ
と
・
衆
生
を
救
う
た
め
に
衆
生
の
能
力
や
素
質
に
従
っ
て
色
々
な

姿
や
形
に
変
じ
る
こ
と
・
不
思
議
な
力
を
示
す
こ
と
・
神
通
（『
中
仏
』
中
、
九

七
三
頁
）。

即チ
如シ
悲
華
經ノ
第
七ニ
カ

。
法
炬
滅シ
法

倒レ
正
法
滅シ
巳
（ママ）ラムニ

我カ
之
舎
利

テ
没シテ
於
地ニ

至ラム
金

【
十
三
丁
オ
】
剛
際ニ
。

ノ
時ニ
娑
婆
丗
界
空クシテ
無ラム
珍
寳
。
我カ
之
舎
利

シ
テ

為テ
意
相
瑠
璃
寳
珠ト
其
明
炎
盛ニシテ
從リ
金
剛
際

出テ﹅
於
丗
間ニ
上ミ
至テ
阿
迦
尼

天ニ

ン
種
種ノ
華
。

陀
羅
華
・
摩
訶

羅
華
・
波
利
質
多
華
・

殊
沙
華
・
摩
訶

殊
沙
華ヲ
。
有

浄
光
明

大サ
如クナラム
車
輪ノ
。
百

千

或ハ
百
千

、
其ノ
光リ
遍ク
照ス
。

亦
有テ
好
香

妙ニシテ
常ニ
敷ク
。
ル

者
無ラム
コト

。
其ノ
明
炎
盛ナルコト
不ス
可カラ

計ス
。
微

妙ノ
之
香
無
量
無
邊ナラハ
純ラ

如ノ
是ノ
無
量ノ

華ヲ
。
當テ
其ノ

時ニ
復
出ス
種
種
微
妙
音

聲ヲ
。訓

即
ち
『
悲
華
経
』
の
第
七
に
説
く
が
ご
と
し
。

法
炬33

）

滅
し
、
法

34
）

倒
れ
、
正
法
滅
し
已
ら
ん
に
、
我
が
舎
利
、
尋
で
地
に
没

し
て
金
剛
際
に
至
ら
ん
。
爾
の
時
に
、
娑
婆
世
界
、
空
し
く
し
て
珍
宝
無
か

ら
ん
。
我
が
舎
利
変
じ
て
、
意
相
、
瑠
璃
宝
珠
と
な
り
て
、
其
の
明
炎
、
盛

六
〇

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
三
号



に
し
て
、
金
剛
際
よ
り
世
間
に
出
で
て
、
上
み
、
阿
迦
尼

天35
）

に
至
り
て
、

種
種
の
華
、
曼
陀
羅
華36

）

・
摩
訶37

）

曼
陀
羅
華
・
波
利
質
多
華38

）

・
曼
殊
沙
華39

）

・
摩

訶
曼
殊
沙
華
を
雨
ふ
ら
さ
ん
。
浄
光
明
有
り
。
大
き
さ
車
輪
の
ご
と
く
な
ら

ん
。
百
葉
・
千
葉
・
或
は
百
千
葉
、
其
の
光
、
遍
く
照
す
。
亦
た
好
香
有
り

て
、
微
妙
に
し
て
常
に
敷
く
。
観
る
者
、
厭
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
。
其
の
明
炎
、

盛
な
る
こ
と
称
計
す
べ
か
ら
ず
。
微
妙
の
香
、
無
量
無
辺
な
ら
ば
、
純
ら
是

の
ご
と
き
の
無
量
の
諸
華
を
雨
ふ
る
。
其
の
雨
ふ
る
時
に
当
り
て
、
復
た
種

種
微
妙
音
声
を
出
だ
す
。

註33
）
「
法
炬
」、
仏
法
を
い
う
・
仏
法
が
無
明
長
夜
の
黒
暗
を
照
ら
し
て
滅
ぼ
す
の
を

炬
火
に
譬
え
た
（『
中
仏
』
下
、
一
五
〇
三
頁
）。

34
）
「
法

」、
仏
法
の
こ
と
・
仏
法
を
旗
に
喩
え
た
も
の
（『
中
仏
』
下
、
一
五
一

四
頁
）。

35
）
「
阿
迦
尼

天
」
↓
「
阿
迦

天
」
色
究
竟
・
有
頂
天
・
生
き
物
が
輪
廻
す

る
世
界
の
内
の
最
高
の
場
所
（『
中
仏
』
上
、
七
頁
）。

36
）
「
曼
陀
羅
華
」、
色
よ
く
芳
香
を
放
ち
、
高
潔
で
、
こ
れ
を
見
る
も
の
を
喜
ば
せ

る
と
云
わ
れ
る
天
界
の
花
で
、
五
聖
樹
の
一
つ
（『
中
仏
』
下
、
一
五
七
五
頁
）。

37
）
「
摩
訶
」
お
お
き
な
・
偉
大
な
（『
中
仏
』
下
、
一
五
六
一
頁
）。

38
）
「
波
利
質
多
華
」
↓
「
波
利
質
多
樹
」
六
月
頃
落
葉
し
一
斉
に
真
紅
の
花
を
開

き
、
珊
瑚
の
よ
う
な
観
を
呈
す
る
樹
（『
中
仏
』
下
、
一
三
七
〇
頁
）。

39
）
「
曼
殊
沙
華
」、
白
色
柔
軟
で
、
こ
れ
を
見
る
も
の
は
自
ず
か
ら
悪
業
を
離
れ
る

と
い
う
・
天
神
が
意
の
ま
ま
に
こ
の
花
を
雨
の
よ
う
に
降
ら
せ
る
と
い
う
天
界
の

花
（『
中
仏
』
下
、
一
五
七
三
頁
）。

佛
聲
・
法
聲
・
比
丘
僧
聲
・
三

依
聲
・
優
婆
塞
戒
聲
・
成
就
八
戒
聲
・
出
家
十

戒
聲
・
布
施
聲
・
持
戒
聲
・
清
浄
梵
行
具
大
戒
聲
・
助

衆
事
聲
・
讀
經
聲
・
禪

思
惟
聲
・

不
浄
聲
・
念
出
入
【
十
三
丁
ウ
】
息
聲
・
非
想
非
非
想
聲
・
有
想
無

想
聲
・
識
處
聲
・
空
處
聲
・
八
勝
處
聲
・
十
一
切
入
聲
・
定
慧
聲
・
空
聲
・
無
想

聲
・
無
作
聲
・
十
二
縁
聲
・
具

足
聲
聞
藏
聲
・
學
縁
覺
聲
・
具
足
大
乗
六
波
羅

密（ママ）聲
。
於テ
【
三
四
五
頁
下
】
其ノ
華ノ
中ニ
出サム
如キ
是ノ
等ノ
聲ヲ
。

訓
仏
声
・
法
声
・
比
丘
僧
声
・
三
帰
依
声
・
優
婆
塞
戒
声
・
成
就
八
戒
声
・
出

家
十
戒
声
・
布
施
声
・
持
戒
声
・
清
浄
梵
行
具
大
戒
声
・
助
佐40

）

衆
事41

）

声
・
読

経
声
・
禅
思
惟42

）

声
・
観
不
浄43

）

声
・
念
出
入
【
十
三
丁
ウ
】
息44

）

声
・
非
想
非
非

想45
）

声
・
有
想
無
想46

）

声
・
識
処47

）

声
・
空
処48

）

声
・
八
勝
処49

）

声
・
十
一
切
入50

）

声
・
定

慧
声
・
空
声
・
無
想51

）

声
・
無
作52

）

声
・
十
二
縁53

）

声
・
具
足
声
聞
蔵
声
・
学
縁
覚

声
・
具
足
大
乗
六
波
羅
蜜54

）

声
。
其
の
華
の
中
に
お
い
て
、
是
の
ご
と
き
等
の

声
を
出
だ
さ
ん
。

註40
）
「
助
佐
」
↓
「
佐
助
」
助
け
・
援
助
・
助
け
る
・
除
伴
（『
中
仏
』
中
、
五
五
一

頁
）。

41
）
「
衆
事
（
し
ゅ
じ
）」、
世
間
の
俗
事
（『
中
仏
』
中
、
七
九
五
頁
）。

42
）
「
禅
思
惟
」
↓
「
禅
」
瞑
想
・
心
の
統
一
（『
中
仏
』
中
、
一
〇
二
三
頁
）。「
思

惟
」
考
え
る
こ
と
・
思
考
・
一
つ
の
こ
と
を
思
い
続
け
る
こ
と
・
心
の
中
で
思
う

（『
中
仏
』
中
、
七
五
四
頁
）。

43
）
「
観
不
浄
」
↓
【
参
考
】「
不
浄
観
」
肉
体
の
汚
ら
わ
し
さ
を
観
想
し
て
煩
悩
と

欲
望
を
取
り
除
く
方
法
（『
中
仏
』
下
、
一
四
四
一
頁
）。

44
）
「
念
出
入
息
」、
↓
「
持
息
念
」
呼
吸
法
の
修
練
・
数
息
観
の
こ
と
（a

n
a
p
a
n
-

d
sm
rti

）（『
中
仏
』
中
、
六
八
〇
頁
）。

45
）
「
非
想
非
非
想
」
↓
「
非
想
非
非
想
処
」
表
象
が
あ
る
の
で
も
な
く
表
象
が
な

六
一

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
三
）（
米
澤
実
江
子
）



い
の
で
も
な
い
三
昧
の
境
地
・
明
勝
の
想
は
な
い
（
非
想
）
が
劣
昧
の
想
は
あ
る

（
非
非
想
）・
粗
な
る
想
に
あ
ら
ず
細
な
る
想
が
全
く
な
き
に
非
ざ
る
禅
定
処

（『
中
仏
』
下
、
一
三
八
九
頁
）。「
表
象
」
表
れ
た
し
る
し
・
表
れ
た
姿
・
現
実

に
感
覚
を
通
し
て
知
覚
さ
れ
た
も
の
・
観
念
作
用
ま
た
は
過
去
の
知
覚
の
再
生
で

な
い
も
の
（『
大
漢
和
』
十
、
一
七
八
頁
）。

46
）
「
有
想
無
想
」
↓
「
有
想
」
表
象
作
用
の
あ
る
も
の
・
意
識
あ
る
も
の
（『
中

仏
』
上
、
一
〇
六
頁
）。「
無
想
」
想
い
な
き
も
の
（
滅
尽
定
に
入
っ
た
人
）・
思

考
の
な
い
こ
と
・
意
識
の
な
い
も
の
・
心
や
心
の
用
ら
き
の
な
い
境
地
・
心
に
何

も
の
を
も
思
わ
な
い
こ
と
（『
中
仏
』
下
、
一
六
三
四
頁
）。

47
）
「
識
処
」、
↓
「
識
無
辺
処
」
空
無
辺
処
を
超
え
て
識
を
無
辺
で
あ
る
と
観
ず
る

禅
定
・
認
識
作
用
の
無
限
性
に
つ
い
て
の
三
昧
の
境
地
・
外
の
虚
空
の
想
を
厭
い

内
な
る
識
を
観
じ
識
が
無
辺
で
あ
る
と
の
思
い
を
な
す
こ
と
（『
中
仏
』
中
、
六

三
六
頁
）。

48
）
「
空
処
」、（『
中
仏
』
上
、
三
一
七
頁
）。
↓
空
無
辺
処

49
）
「
八
勝
処
」、
八
解
脱
を
修
し
た
後
観
想
に
熟
達
し
て
自
在
に
浄
不
浄
の
境
地
を

観
ず
る
こ
と
（a

b
h
ib
h
v
-a
y
a
ta
n
a

）（『
中
仏
』
下
、
一
三
六
二
頁
）。

50
）
「
十
一
切
入
」、
十
一
切
処
↓
「
十
遍
処
」
三
界
の
煩
悩
を
遠
離
す
べ
き
一
種
の

禅
定
・
池
水
火
風
青
黄
赤
白
空
識
の
十
通
り
に
無
辺
無
二
の
観
法
を
な
す
こ
と
・

三
界
が
こ
れ
ら
の
十
の
内
の
一
つ
に
遍
満
さ
れ
て
い
る
と
観
ず
る
こ
と
を
順
次
行

な
う
（『
中
仏
』
中
、
七
〇
五
頁
）。

51
）
「
無
想
」、
心
や
心
の
は
た
ら
き
の
な
い
境
地
・
対
象
に
対
す
る
想
念
が
全
く
な

く
な
っ
た
状
態
（『
中
仏
』
下
、
一
六
三
四
頁
）。

52
）
「
無
作
」、
用
ら
き
の
な
い
こ
と
・
人
為
的
に
作
ら
れ
な
い
こ
と
・
作
為
の
な
い

事
・
願
い
求
め
る
何
も
な
い
・
不
一
致
（『
中
仏
』
下
、
一
六
一
八
頁
）。

53
）
「
十
二
縁
」
↓
「
十
二
因
縁
」
縁
起
の
理
法
を
十
二
の
項
目
に
分
け
た
も
の
・

無
明
・
行
・
名
色
・
六
処
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
死
（『
中
仏
』
中
、
七

七
三
頁
）。

54
）
「
六
波
羅
蜜
」、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
、
菩
薩
が
さ
と
り
へ
至
る
六
つ
の
道
（
布

施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
）（『
中
仏
』
下
、
一
七
七
八
頁
）。

色
界ノ

天
皆
悉ク
聞テ
之ヲ
本
昔
所
作ノ

善
根
本
、
各ノ
自ラ
憶

念シ
所
有ノ
不
善

テ
自ラ
悔
責セ
。ム

即

便チ
來

下シテ
娑
婆
丗
界ニ
敎

化シテ
丗
間
無
量ノ
衆
生ヲ
悉ク
メム

得エ
マ
マ
）

住コトヲ
於
十
善ノ

中ニ
。
欲
界ノ

天
亦
得テ
聞

受スルコトヲ
所

有ノ
愛
結

恚
五
欲

心
數ノ
法
悉ク
得ム
寂

ナ
ル
コ
ト
ヲ

。
本
昔
所
作ノ

善
根
本
、
各ノ
自ラ
憶

念シ
所
有ノ
不
善

テ
自ラ
悔
責セム
。
即
便チ
來

下シテ
娑
婆
丗
界ニ
敎
化シテ
丗
間
無
量ノ
衆
生ヲ
悉ク
メ

得
住コトヲ
於
十
善ノ
中ニ
。

訓
色
界
の
諸
天
、
皆
悉
く
之
を
聞
き
て
、
本
昔
所
作
の
諸
善
根
本
、
各
の
自
ら

憶
念55

）

し
、
所
有
の
不
善
、
尋
で
自
ら
悔
責56

）

せ
ん
。
即
便
ち
、
娑
婆
世
界
に
来

下
し
て
、
世
間
無
量
の
衆
生
を
教
化
し
て
、
悉
く
十
善
の
中
に
住
す
る
こ
と

を
得
し
め
ん
。

欲
界
の
諸
天
、
亦
た
聞
受
す
る
こ
と
を
得
て
、
所
有
の
愛
結57

）

・
貪
恚
・
五

欲58
）

・
諸
の
心
数59

）

の
法
、
悉
く
寂
静
な
る
こ
と
を
得
ん
。
本
昔
所
作
の
諸
善
根

本
、
各
の
自
ら
憶
念
し
、
所
有
の
不
善
、
尋
で
自
ら
悔
責
せ
ん
。
即
便
ち
、

娑
婆
世
界
に
来
下
し
て
、
世
間
無
量
の
衆
生
を
教
化
し
て
、
悉
く
十
善
の
中

に
住
す
る
こ
と
を
得
し
め
ん
。

註55
）
「
臆
念
（
憶
念
）」、
記
憶
す
る
こ
と
。
心
に
念
じ
て
た
も
つ
こ
と
・「
憶
」
は
憶

持
「
念
」
は
明
記
不
忘
（『
中
仏
』
上
、
一
六
一
頁
）。

56
）
「
悔
責
（
か
い
せ
き
）」、
悔
い
て
自
ら
責
め
る
・
非
行
を
悔
い
て
自
ら
勤
め
る

（『
大
漢
和
』
四
、
一
〇
五
七
頁
）。

57
）
「
愛
結
」、
妄
執
の
束
縛
・
貪
る
と
い
う
煩
悩
・
貪
愛
の
煩
悩
（『
中
仏
』
上
、

三
頁
）。

58
）
「
五
欲
」、
世
俗
的
人
間
の
欲
望
・
五
つ
の
欲
（（
五
官
の
貪
り
・
五
官
の
欲

望
・
五
官
の
悦
楽
・
五
官
に
よ
る
感
覚
対
象
に
対
す
る
感
覚
的
欲
望
・
五
種
の
欲

六
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情
・
五
境
を
享
楽
す
る
こ
と
）（『
中
仏
』
上
、
五
〇
七
頁
）。

59
）
「
心
数
（
し
ん
じ
ゅ
）」、「
心
所
」
の
旧
訳
・
心
の
作
用
（『
中
仏
』
中
、
九
五

五
頁
）。

丗
尊
如

是ノ

華
於テ
虚
空ノ
【
十
四
丁
オ
】
中ニ
復
當ニシ
化シテ
作ル
種
種ノ
珍
寳ト
。
金
銀
摩

尼
真
珠
瑠
璃
珂
貝
璧
玉
眞
寳

寳
馬

珊
瑚
天
冠
寳
飾
如クシテ
ノ

而
下ル
、
一
切
遍

セ
ム

娑
婆
丗
界ニ
。
爾ノ
時ニ
人
、民
其ノ
心
和

シテ
無ラム
ノ

闘
諍
飢
餓
疾
病
他
方ノ
怨
賊

口

毒

。
一
切
消
滅シテ
皆
得ム
寂

ナ
ル
コ
ト
ヲ

。
爾ノ
時ニ
丗
界ニ
有ラム
如ノ
是ノ

。
若シ
有テ
衆
生

見テ
ノ

珍
寳ヲ
爲ニ
レ

若ハ
用ル
於テ
乗ノ
中ニ（ママ）ラム
有コト
退
轉

。
是ノ
ノ

珍
寳
作シ
是ノ
利
益ヲ
已テ
還テ

没シテ
於
地ニ
至ラム
本
住
處
金
剛
地
際ニ
。

訓
世
尊
、
是
の
ご
と
き
諸
華
、
虚
空
の
中
に
お
い
て
、
復
た
当
に
化
し
て
種
種

の
珍
宝
と
作
る
ベ
し
。
金
・
銀
・
摩
尼
・
真
珠
・
瑠
璃
・
珂
貝60

）

・
璧
玉61

）

・
真

宝
・
偽
宝
・
瑪
瑙
・
珊
瑚
・
天
冠
・
宝
飾
、
雨
の
ご
と
く
し
て
下
る
。
一
切
、

娑
婆
世
界
に
遍
満
せ
ん
。

爾
の
時
に
、
人
民
、
其
の
心
和
悦
し
て
、
諸
ろ
の
闘
諍
・
飢
餓
・
疾
病
・
他

方
の
怨
賊
・
悪
口
・
諸
毒
無
か
ら
ん
。
一
切
消
滅
し
て
、
皆
、
寂
静
な
る
こ

と
を
得
ん
。

爾
の
時
に
、
世
界
に
是
の
ご
と
き
の
楽
有
ら
ん
。
若
し
衆
生
有
り
て
、
諸
ろ

の
珍
宝
を
見
て
、
為
に
触
れ
、
若
し
は
用
ふ
る
。
三
乗
の
中
に
お
い
て
退
転

有
る
こ
と
無
か
ら
ん
。

是
の
諸
ろ
の
珍
宝
、
是
の
利
益
を
作
し
已
り
て
、
還
り
て
地
に
没
し
て
、
本

住
処
、
金
剛
地
際
に
至
ら
ん
。

註60
）
「
珂
貝
」、
玉
の
名
・
く
つ
わ
貝
（『
大
漢
和
』
七
、
九
〇
〇
頁
）。

61
）
「
璧
玉
」、
瑞
玉
の
名
・「
壁
（
平
ら
な
た
ま
）」
と
「
玉
（
円
い
た
ま
）」（『
大

漢
和
』
七
、
九
七
一
頁
）。

丗
尊
娑
婆
丗
界ニ
兵
劫
起ラム
時
、
我カ
身ノ
舎
利
復
當ニ
化シテ
作ナテ
紺
瑠
璃
珠ト
從リ
地
而
出テ
上ミ

至テ
阿
迦
尼
、

天ニ

種
種ノ
華ヲ
。

羅
華
・
摩
訶

羅
華
・
波
利
質
多
華
、

乃
至
還テ
没シテ
於
地ニ
至ラムコト
本
住
處
金
剛
地
際ニ
亦
復
如シ
是ノ
。
丗
尊
如ク
刀
【
十
四
丁

ウ
】
兵
劫ノ
飢
餓
疾
疫ニモ
亦
復
如シ
是ノ
。
丗
尊
如ク
是ノ
大
賢
劫ノ
中ニ
我
般
涅
槃ノ
後チ
是ノ
ノ

舎

利
作シテ
如ノ
是ノ
佛
事ヲ
調

伏シテ
無
量
無
邊ノ
衆
生ヲ
於テ
三
乗ノ
中ニ
得ム
不
退
轉ヲ
。
如ク
是ノ
當ニ
シ

於テ
如

五
佛
丗
界

塵
數
等ノ
大
劫ノ
之
中ニ
調
伏シテ
無
量
無
邊ノ
衆
生ヲ

シム
於テ
三

乗ニ
得エ

不

退
轉ヲ
。

訓
世
尊
、
娑
婆
世
界
に
兵
劫62

）

起
ら
ん
時
、
我
が
身
の
舎
利
、
復
た
当
に
化
し
て
、

紺
瑠
璃
珠
と
作
り
て
、
地
よ
り
出
で
て
、
上
み
、
阿
迦
尼

天
に
至
り
て
種

種
の
華
を
雨
ふ
る
。
曼
陀
羅
華
・
摩
訶
曼
陀
羅
華
・
波
利
質
多
華
、
乃
至
、

還
り
て
地
に
没
し
て
、
本
住
処
、
金
剛
地
際
に
至
ら
ん
こ
と
も
亦
復
た
是
の

ご
と
し
。

世
尊
、
刀
兵
劫
の
ご
と
く
、
飢
餓
・
疾
病
に
も
亦
復
た
是
の
ご
と
し
。

世
尊
、
是
の
ご
と
く
、
大
賢
劫63

）

の
中
に
、
我
、
般
涅
槃
の
後
、
是
の
諸
ろ
の

舎
利
、
是
の
ご
と
き
の
仏
事
を
作
し
て
、
無
量
無
辺
の
衆
生
を
調
伏64

）

し
て
、

三
乗
の
中
に
お
い
て
不
退
転
を
得
ん
。
是
の
ご
と
く
、
当
に
、
五
仏65

）

世
界
微

塵
数66

）

等
の
ご
と
き
大
刧
の
中
に
お
い
て
、
無
量
無
辺
の
衆
生
を
調
伏
し
て
、

六
三

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
三
）（
米
澤
実
江
子
）



三
乗
に
お
い
て
不
退
転
を
得
し
む
べ
し
。

註62
）
「
兵
劫
」
↓
「
刀
兵
劫
」、「
小
の
三
災
」
住
劫
二
十
劫
中
の
滅
劫
の
末
に
起
こ

る
三
種
の
災
患
の
第
一
・
中
劫
の
末
（
人
寿
）
十
歳
の
時
の
人
は
（
中
略
）
瞋
毒

増
上
し
相
見
れ
ば
皆
猛
利
の
害
心
を
起
こ
す
（
中
略
）
互
い
に
相
残
害
す
（『
望

仏
』
二
、
一
五
一
〇
頁
）。「
刀
兵
劫
（
刀
兵
災
）」
↓
「
三
災
」
小
の
三
災
（
世

界
の
存
続
期
に
衆
生
の
寿
命
が
八
万
歳
と
一
〇
歳
と
の
間
で
二
十
期
く
り
返
し
、

人
間
の
寿
命
が
十
歳
に
低
下
し
た
時
交
互
に
起
こ
る
災
厄
（「
刀
兵
災
」
互
い
に

凶
器
を
以
て
殺
害
す
る
・「
疾
疫
災
」
悪
疫
が
流
行
す
る
・「
飢
饉
災
」
飢
饉
が
起

こ
る
）
の
三
種
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
々
が
滅
び
る
）（『
中
仏
』
上
、
五
七
三
頁
）。

63
）
「
賢
劫
」、
賢
な
る
長
時
間
の
意
・
現
在
の
一
大
劫
（
常
住
異
滅
の
四
劫
）
の

称
・
今
の
世
（
過
去
千
仏
の
世
を
「
荘
厳
劫
」・
現
在
千
仏
の
世
を
「
賢
劫
」。
未

来
千
仏
の
世
を
「
星
宿
劫
」
と
い
う
）（『
中
仏
』
上
、
三
九
七
頁
）。

64
）
「
調
伏
（
じ
ょ
う
ぶ
く
）」、
抑
制
・
制
御
・
と
と
の
え
静
め
る
こ
と
・
心
身
を

制
す
る
こ
と
・
身
の
在
り
方
を
正
し
い
状
態
に
と
と
の
え
悪
を
抑
え
除
く
こ
と

（『
中
仏
』
中
、
八
九
四
〜
八
九
五
頁
）。

65
）
「
五
仏
」、
真
言
密
教
の
曼
荼
羅
で
中
央
の
大
日
如
来
と
四
方
の
四
仏
（
東
に
阿

男
如
来
・
西
に
阿
弥
陀
如
来
・
南
に
宝
生
如
来
・
北
に
不
空
成
就
如
来
）
を
指
す

（『
中
仏
』
上
、
五
〇
一
頁
）。

66
）
「
微
塵
数
」、
無
限
の
数
・
細
か
に
砕
か
れ
た
も
の
の
よ
う
に
数
多
い
（『
中
仏
』

下
、
一
五
八
〇
頁
）。

丗
尊
若シ
後ニ
シ
テ

千
恒
河
沙
等
阿
僧
祇
劫ヲ
於テ
十
方
無
量
無
邊
阿
僧
祇ノ
余ノ
丗
界ニ
成

佛シテ
出テム
丗ニ
者ハ
悉ク
是レ
我レ
修セシ
阿

多
羅
三

三
菩
提ヲ
時
、
所ノ
可

敎
化ス
初ニ
發サシメテ

阿

多
羅
三

三
菩
提
心ヲ
安
二
住セシムル
六
婆
羅
密
（ママ）ニ

者
ナ
ラ
ム

。
丗
尊
我レ
成シ
阿

多

羅
三

三
【
三
四
六
頁
上
】
菩
提ヲ
已ラムニ
所ヲシテ
可キ
勸
化ス

シメ
發サ
阿

多
羅
三

三
菩
提
心

安

止シテ

メム
住セ
六
波
羅
密
（ママ）ニ一

。
及ヒ

槃ノ
後
、
舎
利

化
所
化ノ
衆
生

【
十
五
丁
オ
】
シムル

發サ
阿

多
羅
三

三
菩
提
心ヲ
者モノ
是ノ
ノ

衆
生
過テ
千
恒
河
沙

等
阿
僧
祇
劫ヲ
於テ
十
方
無
量
無
邊
阿
僧
祇
丗
界ニ
成
佛メ
出イテ﹅
丗ニ
皆
當ニ
シ
下

称シテ
我カ
名

字ヲ
而
キ

讃
歎ス
。

訓
世
尊
、
若
し
、
後
に
千
恒
河
沙
等
阿
僧
祇
劫
を
満
じ
て
、
十
方
無
量
無
辺
阿

僧
祇
の
余
の
世
界
に
お
い
て
成
仏
し
て
世
に
出
で
ん
者
は
、
悉
く
是
れ
、
我
、

阿

多
羅
三

三
菩
提
を
修
せ
し
時
、
教
化
す
べ
き
所
の
初
め
に
阿

多
羅

三

三
菩
提
心
を
発
さ
し
め
て
、
六
波
羅
蜜
に
安
住
せ
し
む
る
者
な
ら
ん
。

世
尊
、
我
、
阿

多
羅
三

三
菩
提
を
成
じ
已
ら
ん
に
、
勧
化
す
べ
き
所
を

し
て
、
阿

多
羅
三

三
菩
提
心
を
発
さ
し
め
、
安
止
し
て
六
波
羅
蜜
に
住

せ
し
め
ん
。
及
び
涅
槃
の
後
、
舎
利
変
化
、
所
化
の
衆
生
、
阿

多
羅
三

三
菩
提
心
を
発
さ
し
む
る
者
、
是
の
諸
ろ
の
衆
生
、
千
恒
河
沙
等
阿
僧
祇
劫

を
過
ぎ
て
、
十
方
無
量
無
辺
阿
僧
祇
世
界
に
お
い
て
成
仏
し
て
、
世
に
出
で

て
、
皆
、
当
に
我
が
名
字
を
称
し
て
、
説
き

歎
す
べ
し
。

過
去
久
遠ニ
有リ
劫

。
名
賢ト
。
初
入
劫ノ
時
、
第
四ノ
丗
尊ヲ
名ヲ
曰フ
某
甲ト
。
彼ノ
佛
丗
尊
勸

化シテ
我
等ヲ
初テ
發サシム
阿

多
羅
三

三
菩
提
心ヲ
。
我レ

等ラ
ノ

時ニ
焼
滅シ
善
心ヲ
集メ
不
善

根ヲ
作リ
五
逆
罪ヲ
乃
至
邪
見ナリ
。
彼ノ
佛ケ
ノ

時ニ
勸

化シテ
我
等ヲ

シム
得エ
安

住スルコトヲ
六
波

羅
密
（ママ）ニ

。
因テ
是ニ
即
解

了シ
切ノ
陀
羅
尼
門ヲ
轉シ
正
法
輪ヲ
離レ
生
死
輪ヲ

シテ下
シ
ム

無
量
無
邊

百
千ノ
衆
生ヲ
安

住セ
勝
果ニ
。
復

シテシ
ム
下

無
量
百
千ノ
衆
生ヲ
安

止セ
天
人
乃
至
解

果ニ
。

訓
過
去
久
遠
に
劫
有
り
。
賢
と
名
づ
く
。
初
入
劫
の
時
、
第
四
の
世
尊
を
、
名

六
四
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を
「
某
甲
」
と
曰
ふ
。
彼
の
仏
世
尊
、
我
等
を
勧
化
し
て
、
初
め
て
阿

多

羅
三

三
菩
提
心
を
発
さ
し
む
。
我
等
、
爾
の
時
に
善
心
を
焼
滅
し
、
不
善

根
を
集
め
、
五
逆
罪
を
作
り
、
乃
至
邪
見
な
り67

）

。
彼
の
仏
、
爾
の
時
に
我
等

を
勧
化
し
て
、
六
波
羅
蜜
に
安
住
す
る
こ
と
を
得
し
む
。
是
に
よ
り
て
、
即

ち
、
一
切
の
陀
羅
尼
門68

）

を
解
了
し
、
正
法
輪
を
転
じ
、
生
死
輪69

）

を
離
れ
、
無

量
無
辺
百
千
の
衆
生
を
し
て
、
勝
果70

）

に
安
住
せ
し
む
。
復
た
、
無
量
百
千
の

衆
生
を
し
て
、
天
人
乃
至
解
脱
果
に
安
住
せ
し
む
。

註67
）
「
作リ
五
逆
罪ヲ
乃
至
邪
見ナリ
」、
五
逆
罪
乃
至
邪
見
を
作
る
な
り
（
カ

）。

68
）
「
陀
羅
尼
門
」、「
門
」
は
法
門
の
こ
と
で
仏
道
に
入
る
道
の
こ
と
・
種
々
の
善

法
を
念
持
す
る
法
門
。「
陀
羅
尼
」
仏
の
教
え
の
精
要
で
神
秘
的
な
力
を
持
つ
と

信
ぜ
ら
れ
る
呪
文
（『
中
仏
』
中
、
一
一
五
二
頁
）。

69
）
「
生
死
輪
」
↓
「
生
死
」
迷
い
の
世
界
（『
中
仏
』
中
、
八
五
五
頁
）。

70
）
「
勝
果
」、
勝
れ
た
証
果
・
仏
果
・
さ
と
り
・
仏
の
境
地
・（『
中
仏
』
中
、
八
三

六
頁
）。

若シ
有テ
衆
生

求メムモノ
菩
提
道ヲ
聞キ﹅
讃

歎スルヲ
我ヲ
已テ
各
問

於
佛

。
彼ノ
佛
丗
尊
見テカ
何ノ

【
十
五
丁
ウ
】
義
利ヲ
於テ
重
五
濁

丗ノ
之
中ニ
成スルヤ
阿

多
羅
三

三
菩
提

。
是

丗
尊
、
即

便チ
向テ
是ノ
求ムル
菩
提
道ヲ
善
男
子
善
女
人ニ

カム
我カ

昔
所
成ノ
大
悲
初テ
發シ

阿

多
羅
三

三
菩
提
心ヲ
荘
嚴シ
丗
界ヲ
及ヒ
妙
善
願
本
起ノ
因
縁ヲ
。
是ノ
人
聞キ﹅
巳
（ママ）テ

其ノ

心ニ
驚
愕シテ
歎シテ
未
曽
有ナリト
テ

發シテ
妙
願ヲ
於テ
ノ

衆
生ニ
生セム
大
悲
心ヲ
。
如ク
我カ
無ラム
コト

。

作ナシテ
是ノ
願ヲ
言ク
。
其レ
有テ
如ノ
是ノ
重
五
濁
丗ニ
其ノ
中ノ
衆
生
作リ
五
逆
罪ヲ
乃
至
成
就セム
ノ

不

善
根ヲ
。
我レ
當ニ
シ
下

於テ
中ニ
而
調

伏ス
之ヲ
。
彼ノ
ノ

丗
尊
、
以テ
是ノ

人
成

就スルヲ
大
悲ヲ

於テ
五
濁
丗ニ
發ス

善
願ヲ
。
隨テ
其ノ
所
求ニ
而
與ヘム
受
記ヲ
。

訓
若
し
、
衆
生
有
り
て
、
菩
提
道
を
求
め
ん
も
の
、
我
を

歎
す
る
を
聞
き
已

り
て
、
各
の
仏
に
問
ふ
。
彼
の
仏
世
尊
、
何
の
義
利71

）

を
見
て
か
、
重
五
濁
悪

世
の
中
に
お
い
て
、
阿

多
羅
三

三
菩
提
を
成
ず
る
や
。
是
れ
、
諸
ろ
の

世
尊
、
即
便
ち
、
是
の
菩
提
道
を
求
む
る
善
男
子
・
善
女
人
に
向
ひ
て
、
我

が
往
昔72

）

所
成
の
大
悲
、
初
め
て
阿

多
羅
三

三
菩
提
心
を
発
し
、
世
界
を

荘
厳
し
、
及
び
、
妙
善
願
本
起
の
因
縁
を
説
か
ん
。
是
の
人
聞
き
已
り
て
、

其
の
心
に
驚
愕
し
て
「
未
曾
有
な
り
」
と
歎
じ
て
、
尋
で
妙
願
を
発
し
て
、

諸
ろ
の
衆
生
に
お
い
て
大
悲
心
を
生
ぜ
ん
。
我
が
ご
と
く
、
異
な
る
こ
と
無

か
ら
ん
。
是
の
願
を
作
し
て
言
は
く
。「
其
れ
、
是
の
ご
と
き
の
重
五
濁
世

に
有
り
て
、
其
の
中
の
衆
生
、
五
逆
罪
を
作
り
、
乃
至
、
諸
ろ
の
不
善
根
を

成
就
せ
ん
。
我
、
当
に
中
に
お
い
て
、
之
を
調
伏
す
べ
し
」。
彼
の
諸
ろ
の

世
尊
、
是
の
諸
人
、
大
悲
を
成
就
す
る
を
以
て
、
五
濁
世
に
お
い
て
諸
善
願

を
発
す
。
其
の
所
求
に
随
ひ
て
受
記
を
与
へ
ん
。

註71
）
「
義
利
」、
道
理
と
利
益
・
利
益
・
現
在
を
益
す
る
も
の
を
「
義
」
未
来
を
益
す

る
も
の
を
「
利
」
と
い
う
（『
中
仏
』
上
、
三
〇
四
頁
）。

72
）
「
往
昔
」、
む
か
し
・
い
に
し
え
（『
大
漢
和
』
四
、
八
一
五
頁
）。

丗
尊
、
彼ノ
佛
丗
尊
復
爲ニ
修

學スル
大
乗ヲ

人ノ

カム
我カ
舎
利ノ
所
作

化
本
起ノ
因
縁ヲ
。

過
去
久
遠ニ
有リ
佛
丗
尊

。
号

字
某
甲
。【
十
六
丁
オ
】
般
涅
槃ノ
後ノチ
刀
兵
疾
病
飢
餓

六
五

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
三
）（
米
澤
実
江
子
）



劫
起リキ
。
我レ
等ラ
爾ノ
時ニ
於テ
其ノ
劫ノ
中ニ
受ケキ
ノ

苦

ヲ
。
是ノ
佛
舎
利
、
為ノ
我レ
等カ
故ニ
作ナシキ
種

種ノ
神
足
師
子

戯ヲ
。
是ノ
故ニ
我
等ラ
即チ
得テ
發コトヲ
阿

多
羅
三

三
菩
提
心ヲ
【
三
四

六
頁
下
】
種ヘ
ノ

善
根ヲ
精
シテ

修

習シテ
於
六
波
羅
密
（ママ）ヲ

如シ
上ニ
廣ク
カ

已
（ママ）上

。

訓
世
尊
、
彼
の
仏
世
尊
、
復
た
、
大
乗
を
修
学
す
る
諸
人
の
為
に
、
我
が
舎
利

の
所
作
変
化
本
起
の
因
縁
を
説
か
ん
。
過
去
久
遠
に
仏
世
尊
有
り
。
号
字73

）

「
某
甲
」。
般
涅
槃
の
後ノチ
、
刀
兵
・
疾
病74

）

・
飢
餓
劫75

）

起
り
き
。
我
等
、
爾
の

時
に
其
の
劫
の
中
に
お
い
て
、
諸
ろ
の
苦
悩
を
受
け
き
。
是
の
仏
舎
利
、
我

等
が
為
の
故
に
、
種
種
の
神
足
、
師
子
遊

76
）

を
作
し
き
。
是
の
故
に
、
我
等
、

即
ち
、
阿

多
羅
三

三
菩
提
心
を
発
す
こ
と
を
得
て
、
諸
ろ
の
善
根
を
種

へ
、
精
勤
し
て
六
波
羅
蜜
を
修
習
し
て
、
上
に
広
く
説
く
が
ご
と
し77

）

已

上

。

註73
）
「
号
字
」、
あ
ざ
な
（『
字
通
』
五
四
七
頁
）。

74
）
「
疾
病
」
↓
「
疾
病
劫
」、「
小
の
三
災
」
住
劫
二
十
劫
中
の
滅
劫
の
末
に
起
こ

る
三
種
の
災
患
の
第
二
・
中
劫
の
末
（
人
寿
）
十
歳
の
時
の
人
は
（
中
略
）
非
人

毒
を
吐
い
て
疾
病
流
行
し
（
中
略
）
救
援
す
べ
き
こ
と
難
し
（『
望
仏
』
二
、
一

五
一
〇
頁
）。

75
）
「
飢
餓
劫
」
↓
「
飢
饉
劫
」「
小
の
三
災
」
住
劫
二
十
劫
中
の
滅
劫
の
末
に
起
こ

る
三
種
の
災
患
の
第
三
・
中
劫
の
末
（
人
寿
）
十
歳
の
時
の
人
は
（
中
略
）
天
竜

忿
責
し
て
甘
雨
を
降
ら
さ
ず
、
是
に
由
て
世
間
久
し
く
飢
饉
に
遭
う
。
既
に
支
濟

な
け
れ
ば
多
分
命
終
す
（『
望
仏
』
二
、
一
五
一
〇
頁
）。

76
）
「
師
子
遊

」、S
im
h
a
v
ik
rıd

ita
h

（
獅
子
曜
﹇
師
子
遊

﹈）（
荻
原
雲
来

『
梵
漢
対
訳
仏
教
辞
典
｜
翻
訳
名
義
大
集
』
丙
午
出
版
社
、
一
九
二
七
年
）。【
参

考
】『
大
智
度
論
』（『
大
正
蔵
』
二
五
、
三
九
九
頁
上
）。
↓
「
師
子
遊

三
昧
」

師
子
が
遊

す
る
が
如
く
無
畏
自
在
な
る
三
昧
（
中
略
）「
師
子
遊

と
は
、
譬

え
ば
師
子
の
戯
る
る
日
は

獣
安
穏
な
る
が
如
く
、
仏
も
亦
是
の
如
し
、
こ
の
三

昧
に
は
い
る
時
、
三
千
大
千
世
界
を
振
動
し
、
よ
く
三
悪
の
衆
生
を
し
て
一
時
に

息
を
得
て
皆
安
穏
な
る
を
得
し
む
」（
中
略
）
仏
お
よ
び
菩
薩
は
人
中
の
師
子
に

し
て
、
能
く
ま
た
こ
の
三
昧
力
に
よ
り
て
悪
道
の
衆
生
を
し
て
休
息
を
得
、
皆
解

脱
を
得
し
む
る
こ
と
を
設
け
る
も
の
な
り
（『
望
仏
』
二
、
一
八
一
〇
頁
）。「
師

子
」、
獅
子
・
獣
中
の
王
で
あ
る
か
ら
獅
子
王
と
云
い
、
仏
は
人
中
の
王
で
あ
る

か
ら
獅
子
に
譬
え
ら
れ
る
（『
中
仏
』
中
、
六
五
〇
頁
）。「
遊

（
ゆ
げ
・
ゆ
う

げ
）」、
菩
薩
の
自
由
自
在
な
活
動
・
仏
国
土
か
ら
仏
国
土
へ
の
移
動
（『
中
仏
』

下
、
一
六
九
一
〜
一
六
九
二
頁
）。

77
）
『
悲
華
経
』（『
大
正
蔵
』
三
、
二
一
一
頁
下
〜
二
一
二
頁
中
）。【
参
考
】
明
恵

撰
『
十
無
尽
院
舎
利
講
式
』（『
大
正
蔵
』
八
四
、
九
〇
五
頁
上
〜
中
）。

依ニ
此ノ
文
證ニ
無
量
無
邊ノ
衆
生
、
皆
依テ
舎
利ノ
勸
化ニ
發シ
菩

提

心ヲ
乃
至
成
佛セム
。
於テ

十
方
無
量
無
邊
阿
僧
祇ノ
丗
界ニ
出
丗シテ
為ニ
衆
生ノ
亦

カム
本
縁ヲ
。
非ス
唯タ﹅
於テ
法
滅ノ
後ニ

為タルノミニ
發
心ノ
因
縁

。
成
道ノ
後チ
亦タ
爲メニ
衆
生ノ

トシテ
舎
利
勸
化ノ
本
縁ヲ
即チ
云

即
得
發

阿

多
羅
三

三
菩
提
心
等ト
。
非ス
唯
限テ
此ノ
劫
末ニ
調

伏スルノミニ
衆

生ヲ
。
於
五
佛

丗
界
微
塵
數
等ノ
大
劫ノ
中ニ
亦
復
如シ
是ノ
。
此レヲ
爲スル
十
二
部ノ
一
經ト
也
。

訓
此
の
文
証
に
よ
る
に
、
無
量
無
辺
の
衆
生
、
皆
、
舎
利
の
勧
化
に
よ
り
て
菩

提
心
を
発
し
、
乃
至
、
成
仏
せ
ん
。
十
方
無
量
無
辺
阿
僧
祇
の
世
界
に
お
い

て
出
世
し
て
、
衆
生
の
為
に
、
亦
本
縁
を
説
か
ん
。
唯
だ
、
法
滅
の
後
に
お

い
て
、
発
心
の
因
縁
た
る
の
み
に
非
ず
。
成
道
の
後
も
亦
、
衆
生
の
為
に

利
勧
化
の
本
縁
を
説
く
と
し
て
、
即
ち
「
即
得
発
阿

多
羅
三

三
菩
提

心
」
等
と
云
ふ
。
唯
だ
、
是
の
劫
末
に
限
り
て
衆
生
を
調
伏
す
る
の
み
に
非

六
六

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
三
号



ず
。
五
仏
世
界
微
塵
数
等
の
大
劫
の
中
に
お
い
て
も
亦
復
た
是
の
ご
と
し
。

此
れ
を
十
二
部78

）

の
一
経
と
す
る
な
り
。

註78
）
「
十
二
部
」
↓
「
十
二
部
経
」
仏
典
（
仏
の
教
え
の
全
部
）
の
叙
述
の
形
式
亦

は
内
部
か
ら
十
二
に
分
類
し
た
も
の
（『
中
仏
』
中
、
七
七
五
頁
）。

是ノ
時キ
亦タ
可シ
【
十
六
丁
ウ
】
有ル
隨

機

聞テ
浄
土ノ
行ヲ
得ウル

生ヲ
衆
生

。
是ノ
故ニ
二
家ノ

義
、
倶ニ
非サル
無ニ
發
心ノ
勝
縁

也
。
若シ
有ラ
發
心

者ハ
聞
法
得
道
亦
不ス
疑
。
是ノ
故ニ
止
住
百

歳
等ノ
文ハ
亦
約スル
經
道ノ

廢ニ
一
途ノ

也
。
更ニ
非サル
謂トニハ
約シテ
人
機ニ
無ト
如ノ
此ノ

門

也
。

又
前
所
ノ

宿
成
堅
種
三
途
聞
敎
海
水
劫
火
不
能
爲
障
等ノ
義
此ノ
中ニ
可シ
一

マ
マ
）
廣ク
ク

。

訓
是
の
時
も
亦
、
機
に
随
ひ
て
浄
土
の
行
を
聞
き
て
、
往
生
を
得
る
衆
生
有
る

べ
し
。
是
の
故
に
、
二
家
の
義79

）

、
倶
に
発
心
の
勝
縁
無
き
に
非
ざ
る
な
り
。

若
し
発
心
有
ら
ば
、
聞
法
・
得
道
も
亦
疑
は
ず
。
是
の
故
に
「
止
住
百
歳
」

等
の
文
は
亦
、
経
道
の
興
廃
に
約
す
る
一
途
の
説
な
り
。
更
に
人
機
に
約
し

て
、
此
の
ご
と
き
の
諸
門
無
し
と
謂
ふ
と
に
は
非
ざ
る
な
り
。
又
、
前
の
所

説80
）

の
「
宿
成
堅81

）

種
三
途
聞
教82

）

」・「
海
水
劫
火
不
能
為
障83

）

」
等
の
義
、
此
の
中

に
広
く
説
く
べ
し
。

註79
）
「
二
家
義
」、
刀
兵
劫
時
・『
法
住
記
』
所
説
刀
兵
劫
後
（『
群
疑
論
』﹇『
大
正

蔵
』
四
七
、
四
八
頁
下
〜
四
九
頁
上
﹈）。

80
）
「
前
所
説
」、『
摧
邪
輪
』
巻
中
、
十
一
丁
オ
〜
ウ
。

81
）
「
堅
」、
不
退
の
人
・
ま
こ
と
・
安
定
し
て
い
る
こ
と
（『
中
仏
』
上
、
三
九
〇

頁
）。

82
）
「
宿
成
堅
種
三
途
聞
教
」、
澄
観
『
華
厳
経
行
願
品
疏
』（﹇
以
下
『
行
願
品
疏
』

と
す
る
﹈『
卍
新
纂
続
蔵
経
』
五
、
六
八
頁
上
）。【
参
照
】
明
恵
『
華
厳
修
禅
観

照
入
解
脱
門
義
』（﹇
以
下
﹇
解
脱
門
義
』
と
す
る
﹈『
大
正
蔵
』
七
二
、
八
六
頁

上
）。

83
）
「
海
水
劫
火
不
能
為
障
」、『
行
願
品
疏
』（『
卍
新
纂
続
蔵
経
』
五
、
四
九
頁

中
）。【
参
照
】『
解
脱
門
義
』（『
大
正
蔵
』
七
二
、
八
六
頁
上
）。

若シ
如クナラ
汝カ
所
解ノ
者ハ
止
住
百
歳ノ
後ハ
不ス
可ラ
有ル
往
生
浄
土ノ
因
縁

。
若シ
信セ
如キ
此ノ
等ノ

文
理ヲ
者ハ
未タ
サ
ル
三

必スシモ
可カラ
限リ
執ス
也
。
汝チ
テ

此ノ
邪
義ヲ
授クルカ
所
化ニ
故
如クナル
虫ノ
之
若

女
如クナル
ノ

之
少
童
皆
悉ク
撥ス
大
聖ノ
本
意ヲ
。
雖トモ
不スト
知ラ
有ル
憑
者ハ
是レ
為ス
器ト
。
善
種
終ニ

可シ
開
發ス
。
汝
皆
將ニ
ス
三

抑ヘムト
之ヲ
。
苦シキ
乎カナヤ
痛キ
乎カナヤ
矣
。

訓
若
し
、
汝
が
所
解
の
ご
と
く
な
ら
ば
、「
止
住
百
歳
」
の
後
は
、
往
生
浄
土

の
因
縁
有
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
、
此
の
ご
と
き
等
の
文
理
を
信
ぜ
ば
、
未
だ

必
ず
し
も
、
限
り
執
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

汝
、
此
の
邪
義
を
説
き
て
所
化
に
授
く
る
が
故
に
、
虫
の
ご
と
く
な
る
若

女
、
泡
の
ご
と
く
な
る
少
童
、
皆
悉
く
大
聖
の
本
意
を
撥
す
。
知
ら
ず
と
雖

も
、
憑
み
有
る
は
、
是
れ
器
と
す
。
善
種
、
終
に
開
発
す
べ
し
。
汝
、
皆
、

将
に
之
を
抑
へ
ん
と
す
。
苦
し
き
か
な
や
、
痛
ま
し
き
か
な
や
。

又
如シ
前ニ
カ

。
正
像
末ノ
三
時ハ
多ク
約シテ
證
行ノ

廢ニ

ク
。
然ニ
聖
敎ノ
大
綱ハ
【
十
七
丁
オ
】

正
爲

爲
等ノ
五
爲
、
皆ナ
爲タリ
本
意

。
悉ク
皆
成スルカ
果
道ヲ
故ニ
。
然ニ
此ノ
結
縁ノ
徳ハ
設ヒ
雖トモ
不ス

六
七

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
三
）（
米
澤
実
江
子
）



生セ
解ヲ
而
能ク
信

向スレハ
以テ
成ス
堅
種ヲ
。
如シ
食スルニ
金
剛ヲ
終

竟
不サルカ
銷セ
。
設ヒ
因テ
余
過ニ

ツトモ
於
三
途ニ
聞

ノ
信
力
速ニ
能ク
證
悟ス
。
故ニ
地
獄
天
子
因テ
光ニ
生シテ
天ニ
三
重ニ
頓ニ
ス

十
地ノ

功
德ヲ
。
深ク
有レハ
信
欲

海
水
劫
火モ
不ス
能ハ
爲コト
障ヲ
。

訓
又
、
前
に
説
く
が
ご
と
し
。
正
像
末
の
三
時
は
、
多
く
「
証
行
の
興
廃
」
に

約
し
て
説
く
。
然
る
に
、
聖
教
の
大
綱
は
、
正
為84

）

・
兼
為85

）

等
の
五
為86

）

、
皆
本

意
た
り
。
悉
く
皆
果
道87

）

を
成
ず
る
が
故
に
。

然
る
に
、
此
の
結
縁
の
徳
は
、
設
ひ
解
を
生
ぜ
ず
と
雖
も
、
能
く
信
向88

）

す

れ
ば
、
以
て
堅
種
を
成
ず
。
金
剛
を
食
す
る
に
、
終
竟
、
銷しょう

89
）

ぜ
ざ
る
が
ご
と

し
。設

い
、
余
過
に
よ
り
て
三
途
に

つ
と
も
、
聞
経
の
信
力
、
速
や
か
に
能

く
証
悟
す
。
故
に
、
地
獄
の
天
子
、
光
に
よ
り
て
天
に
生
じ
て
、
三
重
に
頓

に
十
地
の
功
徳
を
円
に
す90

）

。
深
く
信
欲
有
れ
ば
、
海
水
劫
火
も
障
を
為
す
こ

と
能
わ
ず
。

註84
）
「
正
為
」、【
参
考
】
法
蔵
『
探
玄
記
』「
一
正
為
者
謂
是
一
乗
不
共
教
中
普
機
菩

薩
正
是
此
経
所
為
之
器
」（『
大
正
蔵
』
三
五
、
一
一
七
頁
上
）。

85
）
「
兼
為
」、【
参
考
】
法
蔵
『
探
玄
記
』「
二
兼
為
者
謂
遺
法
中
見
聞
信
向
此
無
尽

法
成
金
剛
種
当
必
得
此
円
融
普
法
」（『
大
正
蔵
』
三
五
、
一
一
七
頁
上
）。

86
）
「
五
為
」、【
参
考
】
法
蔵
『
探
玄
記
』「
二
顕
所
為
中
五
者
一
正
為
（
中
略
）
二

兼
為
（
中
略
）
三
引
為
者
（
中
略
）
四
転
為
（
中
略
）
五
遠
為
」（『
大
正
蔵
』
三

五
、
一
一
七
頁
上
〜
中
）。

87
）
「
果
道
」、
果
徳
に
通
入
す
る
道
路
（『
摧
邪
輪
』
中
、
三
丁
オ
参
照
）。
↓
「
果

徳
」、
結
果
に
そ
な
わ
っ
た
功
徳
（『
中
仏
』
上
、
二
一
八
頁
）。

88
）
「
信
向
」、
三
宝
を
信
じ
て
疑
わ
ず
、
こ
れ
に
帰
依
す
る
こ
と
（『
中
仏
』
中
、

九
四
七
頁
）。

89
）
「
銷
（
し
ょ
う
）」、
と
か
す
・
と
け
る
・
ち
ら
す
・
ほ
ろ
び
る
・
ほ
ろ
ぼ
す
・

つ
き
る
・
そ
こ
な
う
（『
大
漢
和
』
十
一
、
五
四
七
頁
）。

90
）
「
三
重
頓
円
十
地
功
徳
」、【
参
考
】『
華
厳
信
種
義
』（『
大
正
蔵
』
七
二
、
七
二

頁
上
）。『
解
脱
門
義
』（『
大
正
蔵
』
七
二
、
八
六
頁
中
）。

（
よ
ね
ざ
わ

み
え
こ

嘱
託
研
究
員
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）

六
八

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
三
号




